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1．はじめに

近 年、児童 ・生徒の 天 文 現象に 対す る 認識状態

の 低さが間題 とな っ て お り、観察を中心 と し た 教

授法の 見直 しや、カ リキ ュ ラム の 改善など様 々 な

報告がな され て い る。平成 15 年度 に実施 され た

教育課程実施状況調査で も、中学校 の第 2 分野

「地球と宇宙」 にお い て 、北天 の 星 の 動きや太陽

の 自転、日の 入 りや太陽 の 動 きに関す る問題 等、

空間的な認識やそれ に基づ く思考面 に課題 が見

られ るとい う報告 がな された。

　空 間的な認識 に 関 して は、児童 ・生 徒 の A の 満

ち欠 け現象 の 理解に関す る先行研 究が 、数 多 く存

在する。それ らにお い て は、月 の 満ち欠 け現象 の

理解度 の 低 さが 問題 として 挙 げられ 、視点移 動能

力の 欠如がそ の 原 因 で あ ると の 指摘 もある。

　 こ の よ うな指摘 が あるにもかかわ らず、児童 ・

生徒 の 月 の 満 ち欠 け現象 にお ける誤 っ た概念 や、
そ の 概念 を形成 して い る要因 につ い て は 、 ま だ十

分に議論 され て い る とは言い 難い 。 特に 、か げの

しくみ に 注 目し た研究は 少 な く、 影 と陰の 区別を

扱 っ たもの は 全 くと言 っ て い い ほ ど存在 し な い
。

　そ こ で 、本研 究は 、児童 ・生徒が 月 の 満ち欠 け

に つ い て ど の よ うな概念を持 っ て い る の か を、空

間的な認識や視点移動に 大 い に関係すると思わ

れる、　 「か げ」 と 「相対運動」 の 理 解に着 目 し、

論 じ るもの で ある。

2．研究の 目的

　本研究で は、以下 の 2 点を目的と した。

  月 の 満 ち欠 け と ［か げ （影 、陰）」 の 理解 の 関

　 係 を明 らか にす る。

  E の 満 ち欠 け と 「相対運動 （太陽、月 、 地球）」

　 の 理解の 関係を明らか にする 。

3．研究の 方法

平成 18 年 5 月〜 8 月 、 小 学生 396名、中学生

175名 、 高校生 250名を対象に 、質問紙調査 を行 っ

た 。 また 、 小学生 13 名を対象に 、 よ り詳 し い 概

念を調査す る ため面接調査 を行 っ た 。

4．研究 内容

　 質問紙調 査 で の 結果 を以 下に示す こ とに す る 。

　 まず 「月 を どれ くらい の 頻度で観察 します か 1

とい う問 い に対 して は、月を毎 日観 察 して い る 児

童は、数 ％に と どま る結 果 とな っ た 。 ま た、週 1

回 、 月 1 回程度 と回答す る割合は 学年が 上が る と

共 に減少 し、観 察 した こ とが な い とす る 割合が全

体の 約 三分の
一

を し め る 。

　

　次に 、太 陽と影の 関係につ い て 、平成 13 年度

実施状況調査 と類似 した 問題を出題 し た。結果は 、
小 3 で の 正 答率が 33 ％ 、 太 陽 と影を学習 し た後

の 小 4 で は 、その値が上昇す るが、再び小 5 で 4
2 ％に とどま っ た。太陽が沈む頃 の位置 を特定 し、

棒の影の位置を方位 と関係付けて解釈する こ と

が十分で ない 状況 が 考え られ る。

　太陽
一

月
一

地 球 の 相対 的な運動 を、図 に て 回答

させ る問題 で は、 「月 は動 かない 」 と考え て い る

児童が 多数存在する結果 とな っ た。また 、小 学生

にお い て は、地 球 の 運動 を 「自転 して い る こ と」

の み と捉 え る傾 向があ り、太陽の 周 りをまわ る公

転運動 の概念 に乏 しい こ とが明 らか と っ た。

　月の満ち欠けの概念に関し て は 、先行研究に も

指摘 され て い る よ うに 「雲に 隠れ る」 、 「地球の

か げに 隠れ る」、 「見え て い る月 の形 に光が あた

る」な どの概念が存在 したが、それ 以外に も、時

間的経過や、E の 形 そ の もの の 変化を理 由に して

い た 回答 が あ っ た た め 、新た な分類を試 みた 。

　質問紙調査で の 、質問ごとの 回答な らびに質問

間 の 回答を、統計分析 した結果 、月 の満 ち欠 け の

理解 と、　「かげ」 や 「相対運 動 」 と の 理解に、有

意な関係性が ある こ とが認め られた。
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